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平成 30年 7月 6日

都道府県医師会

介護保険担当理事 殿

日本医師会常任理事

江 澤 和 彦

地域の自主Jl生及び自立性を高めるための改革の推進を図るための

関係法律の整備に関する法律について (介護支援専門貝関係 )

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律」 (平成 30年法律第 66号)が 6月 27日 に公布され、同日より施行されたこと

に伴い、介護保険法においても、介護支援専門員の登録消除の要件に関する一部改正がなさ

れました。

改正前介護保険法においては、介護支援専門員の登録を受けているものの、介護支援専門

員証の交付を受けていない者が、介護支援専門員として業務を行つた場合、当該登録を消除

しなければならないとされておりましたが、今般の改正介護保険法においては、当該登録を

している都道府県知事に対し、登録消除の裁量権が付与されることとなりました。裁量権の

内容 としては、介護支援専門員証未交付者に姑して必要な指示をし、又は都道府県知事の指

定する研修を受けるよう命ずることができるものとされ、登録の消除については、情状が特

に重い場合とすることとされております。

なお、情状が特に重い場合については個々の状況に応じて判断することとされており、添

付資料の厚生労働省発出通知の留意事項において、登録を消除することが適当であるか等の

参照例が記されております。

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、郡市区医師会および

会員への周知方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。

(添付資料 )

・地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律につ

いて

(平 30.6.27老発 0627第 1号 厚生労働省老健局長 通知 )



老 発 0627第 1号

平成 30年 6月 27日

都道府県知事

各 指定都市市長 殿
中核 市 市 長

厚生労働省老健局長

(公 印 省 略 )

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律について

「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律」 (平成 30年法律第 66号。以下「第 8次分権一括法」とい

う。)については、本 日公布 され、同日から施行 されるところであるが、第 8次

分権一括法による介護保険法 (平成 9年法律第 123号)の改正の趣旨及び主な

内容については下記のとお りであるので、十分了知のうえ、管内市区町村をは

じめ、関係者、関係団体等に姑 し、その周知徹底を図るとともに、その施行及

び適用に遺漏なきよう、特段の御配慮をお願いする。

記

第 1 改正の趣旨

介護支援専門員の登録を受けている者で介護支援専門員証の交付を受けて

いないものが介護支援専門員として業務を行つた場合、都道府県知事は、第 8

次分権一括法による改正前の介護保険法第 69条の 39第 3項第 3号に基づき、

当該登録を消除しなければならないとされている。

当該規定について、「平成 29年の地方からの提案等に対する姑応方針」 (平

成 29年 12月 26日 )を踏まえ、介護支援専門員の登録を受けているものの介

護支援専門員証の交付を受けていない者が介護支援専門員として業務を行つ

た場合における当該登録の消除について、当該登録をしている都道府県知事に

対し、登録消除の裁量権を付与することとしたものである。



第 2 改正の概要

一 都道府県知事は、介護支援専門員の登録を受けている者で介護支援専門
員証の交付を受けていないもの (以下 「介護支援専門員証未交付者」とい

う。)が介護支援専門員 として業務を行つたときは、当該介護支援専門員証

未交付者に姑 し、必要な指示をし、又は当該都道府県知事の指定する研修

を受けるよう命ずることができるものとすること。

二 介護支援専門員 として業務を行った介護支援専門員証未交付者に対して
都道府県知事が行わなければならない登録の消除について、情状が特に重

い場合 とすること。

第 3 留意事項

一 第 8次分権一括法による改正後の介護保険法第 69条の 39第 3項第 3号に
規定する「情状が特に重い場合」については、以下の例を参照の上、個々の

状況に応 じて判断すること。

(1)介護支援専門員更新研修を修了したものの、介護支援専門員証の交付

申請を失念したまま介護支援専門員としての業務を行つた事例を把握し

た場合は、速やかに介護支援専門員証の交付申請を行うよう指示すること。

当該指示を行ったにもかかわらず、なお介護支援専門員証の交付を受け

ることなく業務を継続した場合は、「情状が特に重い場合」に該当すると

して登録を消除することが適当と考えられる。

(2)本人の責めに帰さない事由等により、介護支援専門員更新研修を修了

することができないまま介護支援専門員としての業務を行った事例を把

握した場合は、速やかに介護支援専門員再研修を受講し、介護支援専門員

証の交付を受けるよう指示すること。

当該指示を行ったにもかかわらず、なお介護支援専門員再研修を受講せ

ず、介護支援専門員証の交付を受けることなく業務を継続した場合は、「情

状が特に重い場合」に該当するとして登録を消除することが適送と考えら

れる。



二 なお、介護支援専門員更新研修の未受講や更新手続きの失念、介護支援専
門員更新研修を受講しない介護支援専門員による居宅サービス計画の作成

を未然に防ぐよう、介護支援専門員更新研修の受講や更新手続きの案内等の

徹底については、引き続き遺漏のなきよう期していただきたい。

第4 施行期日

平成 30年 6月 27日
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地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名

　

御
　
璽

平
成
二
十
年
六
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣
　
安
倍
　
晋
三

法
律
第
六
十
六
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章
　
内
閣
府
関
係

（第

一
条
―
第
五
条
）

第
二
章
　
厚
生
労
働
省
関
係

（第
六
条
―
第
十
三
条
）

第
三
章
　
経
済
産
業
省
関
係

（第
十
四
条
）

第
四
章
　
国
土
交
通
省
関
係

（第
十
五
条
）

附
則
第

一
章
　
内
閣
府
関
係

（災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第

一
条
　
災
害
対
策
基
本
法

（昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
四
条
の
三
を
第
七
十
四
条
の
四
と
す
る
。

第
七
十
四
条
の
二
第

一
項
中

「同
条
第
二
項
」
の
下
に

「、
第
七
十
四
条
第

一
項
」
を
加
え
、
「当
該
災
害
が
発
生

し
た
市
町
村
の
市
町
村
長

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「災
害
発
生
市
町
村
長
」
と
い
う
。）
」
を

「災
害
発
生
市
町
村

長
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
四
条
の
三
と
す
る
。

第
七
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（都
道
府
県
知
事
に
よ
る
応
援
の
要
求
）

第
七
十
四
条
の
二
　
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
地
域
に
係
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
七

十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
求
の
み
に
よ
つ
て
は
当
該
都
道
府
県
の

区
域
内
の
市
町
村
の
実
施
す
る
災
害
応
急
対
策
に
係
る
応
援
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の

都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
災
害
が
発
生
し
た
市
町
村
の
市
町
村
長

（次
項
及
び
次
条
に
お
い
て

「災
害
発
生

市
町
村
長
」
と
い
う
。）
を
応
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
求
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
要
求
に
応
じ
応
援
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
災

害
発
生
市
町
村
長
の
実
施
す
る
災
害
応
急
対
策
が
的
確
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
の
市
町
村
長
に
対
し
、
当
該
災
害
発
生
市
町
村
長
を

応
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
要
求
に
係
る
応
援
に
従
事
す
る
者
は
、
災
害
応
急
対
策
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
当
該
応
援
を
受
け
る
市
町
村
長
の
指
揮
の
下
に
行
動
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
十
二
条
第

一
項
中

「第
七
十
四
条
の
三
」
を

「第
七
十
四
条
の
四
」
に
改
め
る
。

（災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

（昭
和
四
十
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。
第
十
条
第
四
項
中

「そ
の
利
率
を
延
滞
の
場
合
を
除
き
年
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
」
を

「、
延
滞
の
場
合
を
除
き
、
そ
の

利
率
を
年
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
で
条
例
で
定
め
る
率
」
に
改
め
る
。

（就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
八
年
法
律

第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第

一
項
中
ズ
以
下
単
に

「指
定
都
市
」
を
「又
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第

一
項
の
中
核
市
（以

下

「指
定
都
市
等
」
に
、
「指
定
都
市
所
在
施
設
」
を

「指
定
都
市
等
所
在
施
設
」
に
、
「指
定
都
市
の
」
を

「指
定
都

市
等
の
」
に
、
「指
定
都
市
と
を

「指
定
都
市
等
と
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「指
定
都
市
を
」
を
「指
定
都
市
等
を
」

に
、
「指
定
都
市
所
在
施
設
」
を

「指
定
都
市
等
所
在
施
設
」
に
、
「彗
該
指
定
都
市
」
を

「当
該
指
定
都
市
等
」
に
改

め
、
同
条
第
五
項
中

「指
定
都
市
所
在
施
設
」
を

「指
定
都
市
等
所
在
施
設
」
に
、
「指
定
都
市
の
」
を

「指
定
都
市

等
の
」
に
、
「指
定
都
市
を
」
を

「指
定
都
市
等
を
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
、
第
八
項
及
び
第
十
項
か
ら
第
十
二
項

ま
で
の
規
定
中

「指
定
都
市
」
を

「指
定
都
市
等
」
に
改
め
る
。
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のあ付規児
つの定童

もで給に

第
七
条
第
二
項
中

「指
定
都
市
」
を

「指
定
都
市
等
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第

一
項
中

「指
定
都
市
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第

一
項
の
中
核
市

（第
二
十
九

条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
単
に

「中
核
市
」
と
い
う
。）
（以
下

「指
定
都
市
等
」
と
い
う
。）
の
区
域
内
に
所

在
す
る
」
を

「指
定
都
市
等
所
在
施
設
で
あ
る
」
に
改
め
、
「（都
道
府
県
が
単
独
で
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共

同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。）」
を
削
る
。

第
十
九
条
第

一
項
中

「指
定
都
市
等
の
区
域
内
に
所
在
す
る
」
を
「指
定
都
市
等
所
在
施
設
で
あ
る
」
に
改
め
、
「（都

道
府
県
が
単
独
で
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。）」
を
削
る
。

第
二
十
六
条
中

「第
十
三
条
第

一
項
」
を

「第
二
条
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第

一
項
中

「、
指
定
都
市
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
国
の
設
置
者
と
し
て
の
中
核
市
」
を

「及

び
指
定
都
市
等
」
に
、
「指
定
都
市
所
在
施
設
」
を

「指
定
都
市
等
所
在
施
設
」
に
、
「指
定
都
市
の
長
、
当
該
認
定
こ

ど
も
園

（都
道
府
県
が
単
独
で
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
も
の

を
除
く
。）
が
中
核
市
の
区
域
内
に
所
在
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
国
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
中
核
市
」

を

「指
定
都
市
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
ズ
中
核
市
に
あ
っ
て
は
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
限
る
。）」

を
削
る
。

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
国
に
係
る
保
育
室
の
床
面
積
の
特
例
）

２
　
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
保
育
の
実

施
に
対
す
る
需
要
そ
の
他
の
条
件
を
考
慮
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
主
務
大
臣
が
指
定
す
る
地

域
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
国
に
係
る
保
育
室
の
床
面
積
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め

る
も
の
と
す
る
。

（子
ど
も

。
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
子
ど
も

。
子
育
て
支
援
法

（平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十

一
条
第
二
項
中

「定
め
よ
う
と
す
る
」
を

「定
め
た
」
に
改
め
、
「、
あ
ら
か
じ
め
」
を
削
り
、
「協
議
し
な

け
れ
ば
」
を

「届
け
出
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第

一
項
中

「設
置
者
は
、」
の
下
に

「利
用
定
員

（」
を
、
「利
用
定
員
」
の
下
に

「を
い
う
。
第
二
十

四
条
第
二
項
第

一
号
を
除
き
、
以
下
こ
の
飾
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
「同
項
」
を

「第
二
十
七
条
第

一
項
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中

「第
二
十
七
条
第

一
項
の
確
認
に
お
い
て
定
め
た
」
を
削
り
、
「変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
」
を

「変
更
し
た
と
き
は
」
に
、
「協
議
し
な
け
れ
ば
」
を

「届
け
出
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
中

「第
二
十
七
条
第

一
項
の
確
認
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
」
を
削
り
、
「、
前
項
」
を

「、
同

項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第

一
項
第

一
号
中

「指
定
都
市

（以
下

「指
定
都
市
」
を

「指
定
都
市
又
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条

の
二
十
二
第

一
項
の
中
核
市

（以
下

「指
定
都
市
等
」
に
、
「指
定
都
市
所
在
認
定
こ
ど
も
国
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て

は
、
当
該
指
定
都
市
」
を

「指
定
都
市
等
所
在
認
定
こ
ど
も
園
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。」
に
改
め
、
「（指
定
都
市
所
在
認
定
こ
ど
も
国
に
つ
い
て
は
、当
該
指
定
都
市
江
及
び
Д
指

定
都
市
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第

一
項
の
中
核
市

（以
下

「指
定
都
市
等
」
と
い
う
。）
の
区

域
内
に
所
在
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
固

（認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
（都
道
府
県
が
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
第
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
十
条
第

一
項
第
二
号
に
お
い
て

「指
定
都
市
等
所
在
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
都

市
等
と
を
削
り
、
「が
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の
下
に
ズ
認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第

一
号
中

「も
の
に
限
る
。第
五
項
及
び
次
条
第
二
項
」

を

「利
用
定
員
を
い
う
。
第
七
十
七
条
第

一
項
第

一
号
」
に
、
「「利
用
定
員
」
と
い
う
」
を

「同
じ
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
二
項
中

「指
定
都
市
所
在
認
定
こ
ど
も
園

（幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
除
く
。
以
下
こ
の
項

及
び
次
条
第

一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）
に
つ
い
て
は
当
該
指
定
都
市
の
長
を
除
き
、
指
定
都
市
等
所
在
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
及
び

「指
定
都
市
所
在
認
定
と
ど
も
園
、
指
定
都
市
等
所
在
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
固
」

を

「指
定
都
市
等
所
在
認
定
こ
ど
も
園
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
第

一
項
第
二
号
中

「指
定
都
市
所
在
認
定
こ
ど
も
国
に
つ
い
て
は
当
該
指
定
都
市
の
長
と
し
、
指
定
都

市
等
所
在
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
を

「指
定
都
市
等
所
在
認
定
こ
ど
も
園
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第

一
項
中

「特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、」
の
下
に

「利
用
定
員

（」
を
、
「利
用
定
員
」
の
下
に
「を

い
う
。
第
四
十
六
条
第
三
項
第

一
号
を
除
き
、
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
「同
項
」
を

「第
二
十
九

条
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
二
項
中
ズ
第
二
十
九
条
第

一
項
の
確
認
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
第
十
九
条
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ

る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
利
用
定
員
を
い
う
。）」
を
削
り
、
「に
よ
り
、
前
項
」
を

「に
よ
り
、
同
項
」
に
改

め
る
。
第
四
十
六
条
第
二
項
第

一
号
中

「も
の
に
限
る
。
第
五
項
及
び
次
条
第
二
項
」
を

「利
用
定
員
を
い
う
。
第
七
十

七
条
第

一
項
第
二
号
」
に
、
「「利
用
定
員
」
と
い
う
」
を

「同
じ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「及
び
」
を

「、
及

び
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
三
項
第

一
号
中

「特
定
教
育

・
保
育
施
設
の
利
用
定
員
の
設
定
に
関
す
る
第
二
十

一
条
第
二
項
及

び
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
係
る
調
整
そ
の
他
」
を
削
る
。

（行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
五
年
法

律
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
九
の
項
中

を

児
童
福
祉
法
第
十

九
条
の
七
に
規
定

す
る
他
の
法
令
に

よ
る
給
付
の
支
給

を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
者

医
療
保
険
者
又
は

後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

医
療
保
険
給
付
関
係
情
報
で

あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も

の

に
改
め
、
同
表
の
十
六
の
二
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

∝効朧臨離丈
徹脇縛勅雅
つ種

て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

都
道
府
県
知
事

は
市
町
村
長

又

障
害
者
関
係
情
報
で
あ
っ
て
主

務
省
令
で
定
め
る
も
の

都
道
府
県
知
事

予
防
接
種
法
に
よ
る
予
防
接
種

の
実
施
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

十
六
の
二
　
市
町

村
長

児
童
福
祉
法
第
十
九
条
の
七
に

饂成す脇艶絢躍峰気隠協
輪

あ

っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も

の

児
童
福
祉
法
第
十

九
条
の
七
に
規
定

す
る
他
の
法
令
に

松縮
端
鮒
わ技論

れ
て
い
る
者



予
防
接
種
法
に
よ
る
予
防
接
種

の
実
施
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ

て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

都
道
府
県
知
事

は
市
町
村
長

又

予
防
接
種
法
に
よ
る
予
防
接
種

の
実
施
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

十
六
の
三
　
都
道

府
県
知
事
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別
表
第
二
の
十
六
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
の
十
八
の
項
中

め
る
も
の

方
税
関
係
情
報
、
住
民
票
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
表
の
百
十
九
の
項
中

で関地
定係方
め情税
る報関
もで係
のあ情
つ報
て又
主は
務住
省民
令票

情残生
報留活
で邦保
あ人護
つ等関
て支係
主援情
務給報
省付又
令等は
で関中
定係国

報
又
は
中
国

給
付
等
関
係

務
省
令
で
定

第
二
章
　
厚
生
労
働
省
関
係

（児
童
福
祉
法
の

一
部
改
正
）

第
六
条
　
児
童
福
祉
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
二
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
の
五
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一　
正
当
な
理
由
が
な
く
、
第
五
十
六
条
第
四
項

（同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
第
五
十
条
第
五
号
、
第
六
号
、

第
六
号
の
二
若
し
く
は
第
七
号
の
三
又
は
第
五
十

一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
部
分
を
除

く
。）
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

一
一　
第
五
十
七
条
の
三
の
三
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提

示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規

定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

ど
一　
第
五
十
七
条
の
三
の
四
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
指
定
事
務
受
託
法
人
の
職
員
の
第
五
十
七
条

の
三
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

を

を

市
町
村
長

都
道
府
県
知
事
等

に
改
め
、
同
表
の
二
十
の
項
及
び
五
十
二
の
項
中

「住
民
票
関
係
情
報
」
を
「地

生
活
保
護
関
係
情

残
留
邦
人
等
支
援

情
報
で
あ
っ
て
主

め
る
も
の

（保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
の

一
部
改
正
）

第
七
条
　
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

日
次
中

「第
四
十
五
条
の
二
」
を

「第
四
十
五
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
を
削
り
、
第
二
十
三
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二
十
二
条
の
二
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第

一
項
中

「事
務
」
の
下
に
ズ
以
下

「試
験
事
務
」
と
い
う
。）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
を
削
る
。

第
二
十
七
条
中

「
つ
か
さ
ど
る
者
」
の
下
に
ズ
指
定
試
験
機
関

（次
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
を
い

う
。）
の
役
員
又
は
職
員

（第
二
十
七
条
の
五
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
准
看
護
師
試
験
委
員
を
含
む
。
第

二
十
七
条
の
六
に
お
い
て
同
じ
。）
を
含
む
。）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
十
五
条
を

加
え
る
。

第
二
十
七
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、　
一
般
社
団
法
人
又
は

一
般
財
団
法

人
で
あ
つ
て
、
試
験
事
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
当
該
都
道

府
県
知
事
が
指
定
す
る
者

（以
下

「指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。）
に
、
試
験
事
務
の
全
部
又
は

一
部
を
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関
に
試
験
事
務
の
全
部
又
は

一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
と

し
た
と
き
は
、
当
該
試
験
事
務
の
全
部
又
は

一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
都
道
府
県
は
、
地
方
自
治
法

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
准
看

護
師
試
験
に
係
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
准
看
護
師
試
験

（第

一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験

機
関
が
試
験
事
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
手

数
料
の
全
部
又
は

一
部
を
当
該
指
定
試
験
機
関
へ
納
め
さ
せ
、
そ
の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条
の
二
　
試
験
事
務
に
従
事
す
る
指
定
試
験
機
関
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
は
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可

を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
試
験
機
関
の
役
員
が
、
こ
の
法
律

（こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
処
分
を
含
む
。）

若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
四
第

一
項
に
規
定
す
る
試
験
事
務
規
程
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
き
、
又
は
試
験
事

務
に
関
し
著
し
く
不
適
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
当
該
役
員
の
解
任
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条
の
三
　
指
定
試
験
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
作
成
し
、
当
該
事
業
年
度
の

開
始
前
に

（指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
）
、
都
道

府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
指
定
試
験
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
の
経
過
後
二
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書

を
作
成
し
、
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
四
　
指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
事
務
の
開
始
前
に
、
試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程

（以
下
こ
の

条
に
お
い
て

「試
験
事
務
規
程
」
と
い
う
。）
を
定
め
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
試
験
事
務
規
程
で
定
め
る
べ
き
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第

一
項
の
認
可
を
し
た
試
験
事
務
規
程
が
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
上
不
適
当

と
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
こ
れ
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条
の
五
　
指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
試
験
の
問
題
の
作
成
及
び
採
点
に
つ

い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
准
看
護
師
試
験
委
員

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「試
験
委
員
」
と
い
う
。）
に
行
わ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
委
員
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
る
者

の
う
ち
か
ら
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
二
十
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
は
試
験
委
員
の
選
任
及
び
解
任
に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
は
試
験
委

員
の
解
任
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

に
改
め
る
。

地
方
税
関
係
情
報
又
は
住
民
票

関
係
情
報
で
あ
っ
て
主
務
省
令

で
定
め
る
も
の

市
町
村
長

め情残生
る報留活
もで邦保
のあ人護
つ等関
て支係
主援情
務給報
省付又
令等は
で関中
定係国

都
道
府
県
知
事
等

医
療
保
険
給
付
関
係
情
報
で

あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も

の

医
療
保
険
者
又
は

後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

都
道
府
県
知
事
等
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第
二
十
七
条
の
六
　
指
定
試
験
機
関
の
役
員
者
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
つ
た
者
は
、
試
験
事
務
に
関
し

て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
試
験
事
務
に
従
事
す
る
指
定
試
験
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
刑
法

（明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
そ
の

他
の
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な
す
。

第
二
十
七
条
の
七
　
指
定
試
験
機
関
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
事
務
に
関
す
る
事
項
で

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
八
　
都
道
府
県
知
事
は
、
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
試
験
事
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条
の
九
　
都
道
府
県
知
事
は
、
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
で
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に

対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
指
定
試
験
機
関
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
塁別
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
立
入
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明

書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
十
　
指
定
試
験
機
関
は
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
試
験
事
務
の
全
部
又
は

一
部

を
休
上
し
、
又
は
廃
上
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
十

一　
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
試
験
機
関
が

一
般
社
団
法
人
又
は

一
般
財
団
法
人
で
な
く
な
つ
た

と
き
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
指
定
試
験
機
関
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
、
指

定
試
験
機
関
に
対
し
、
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条
の
十
二
　
第
二
十
七
条
第

一
項
、
第
二
十
七
条
の
二
第

一
項

（第
二
十
七
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）
、
第
二
十
七
条
の
三
第

一
項
、
第
二
十
七
条
の
四
第

一
項
又
は
第
二
十
七
条
の
十
の
規
定

に
よ
る
指
定
、
認
可
又
は
許
可
に
は
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
条
件
は
、
当
該
指
定
、
認
可
又
は
許
可
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の

も
の
に
限
り
、
か
つ
、
当
該
指
定
、
認
可
又
は
許
可
を
受
け
る
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で

あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
十
三
　
指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者

は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、

行
政
不
服
審
査
法

（平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
六
条
第

一

項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上

級
行
政
庁
と
み
な
す
。

第
二
十
七
条
の
十
四
　
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
試
験
機
関
が
第
二
十
七
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
試

験
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
を
休
上
し
た
と
き
、
第
二
十
七
条
の
十

一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関

に
対
し
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
、
又
は
指
定
試
験
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由

に
よ
り
試
験
事
務
の
全
部
着
し
く
は

一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
試
験
事
務
の
全
部
又
は

一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
五
　
都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
第
二
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
。

一
一　
第
二
十
七
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
し
た
と
き
。

〓
一　
第
二
十
七
条
の
十

一
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
停
止
を

命
じ
た
と
き
。

四
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
を
自
ら
行
う
と
き
、
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
自
ら

行
つ
て
い
た
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
。

第
二
十
八
条
中

「受
験
手
続
」
の
下
に

「、
指
定
試
験
機
関
」
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
の
五
中
ズ
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
と
を
削
る
。

第
四
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、　
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

ワ（υ
。一　
第
二
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
て
故
意
若
し
く
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
事
前
に
試
験
問
題
を
漏
ら
し
、
又
は

故
意
に
不
正
の
採
点
を
し
た
者

二
　
第
二
十
七
条
の
六
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
試
験
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
た
者

第
四
十
四
条
の
三
を
第
四
十
四
条
の
四
と
し
、
第
四
十
四
条
の
二
を
第
四
十
四
条
の
三
と
し
、
第
四
十
四
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
の
二
　
第
二
十
七
条
の
十

一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
試
験
事
務
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、

そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
試
験
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、　
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

本
則
中
第
四
十
五
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
十
五
条
の
二
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
試
験
機
関
の
役
員

又
は
職
員
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一　
第
二
十
七
条
の
七
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記

載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
つ
た
と
き
。

一
一　
第
二
十
七
条
の
九
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
同
項
の
規
定
に
よ

る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は

検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

〓
一　
第
二
十
七
条
の
十
の
許
可
を
受
け
な
い
で
試
験
事
務
の
全
部
又
は

一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
上
し
た
と
き
。

（身
体
障
害
者
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条
　
身
体
障
害
者
福
祉
法

（昭
和
三
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

「第
四
十
八
条
」
を

「第
四
十
九
条
」
に
改
め
、
「（第
四
十
九
条

。
第
五
十
条
と
を
削
る
。

第
十
八
条
の
三
及
び
第
十
九
条
中

「、
第
十
八
条
又
は
第
五
十
条
」
を

「又
は
第
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
又
は
市
町
村
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
徴
収
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
収
入
の
状
況
に
つ
き
、
当
該
身
体
障
害
者
若
し
く
は
そ
の
扶
養

義
務
者
に
対
し
報
告
を
求
め
、
又
は
官
公
署
に
対
し
必
要
な
書
類
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
四
十
九
条
を
附
則
第

一
項
と
し
、
第
五
十
条
を
附
則
第
二
項
と
す
る
。

本
則
中
第
四
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
十
九
条
　
正
当
な
理
由
が
な
く
、
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し

た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。
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（精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条
　
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十

一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
徴
収
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
精
神
障

害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
収
入
の
状
況
に
つ
き
、
当
該
精
神
障
害
者
若
し
く
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
報

告
を
求
め
、
又
は
官
公
署
に
対
し
必
要
な
書
類
の
問
覧
着
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
七
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

とハ
　
正
当
な
理
由
が
な
く
、
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

（毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第

一
項
中

「又
は
輸
入
業
」
を

「、
輸
入
業
又
は
販
売
業
」
に
、
「又
は
営
業
所
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣
が
、

販
売
業
の
登
録
は
、
店
舗
ご
と
に
そ
の
」
を

「、
営
業
所
又
は
店
舗
ご
と
に
、
そ
の
製
造
所
、
営
業
所
又
は
」
に
改

め
、
「都
道
府
県
知
事

企

の
下
に

「販
売
業
に
あ
つ
て
は
」
を
加
え
、
「。
第
二
項
」
を

「。
次
項
、第
五
条
」
に
、
「第

二
十

一
条
第

一
項
」
を

「第
十
九
条
第

一
項
か
ら
第
二
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「又
は
輸
入
業
」
を

「、
輸
入
業
又
は
販
売
業
」
に
改
め
、
「あ
つ
て
は
営
業
所
」
の
下
に
「、
販
売
業
者
に
あ
つ
て
は
店
舗
」
を
加
え
、
「又

は
営
業
所
」
を

「、
営
業
所
又
は
店
舗
」
に
改
め
、
「を
経
て
、
厚
生
労
働
大
臣
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、

同
条
第
四
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
五
条
中

「厚
生
労
働
大
臣
、」
及
び

「、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
」
を
削
り
、
「取
消
」

を

「取
消
し
」
に
、
「第
四
条
」
を

「第
四
条
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中

「第
四
条
」
を

「第
四
条
第

一
項
」
に
、
「左
の
各
号
に
」
を

「次
に
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
中

「又
は
劇
物
」
を

「若
し
く
は
劇
物
」
に
、
「又
は
販
売
業
」
を

「若
し
く
は
販
売
業
」
に
、
「併

せ
」
及
び

「あ
わ
せ
て
」
を

「併
せ
て
」
に
、
「又
は
店
舗
が
互
に
」
を

「者
し
く
は
店
舗
が
互
い
に
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中

「製
造
業
又
は
輸
入
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
製
造
所
又
は
営
業
所
の
所
在
地
の

都
道
府
県
知
事
を
経
て
厚
生
労
働
大
臣
に
、
販
売
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
」
を

「そ
の
製
造

所
、
営
業
所
又
は
」
に
、
「、
そ
の
」
を

「そ
の
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第

一
項
中

「左
の
各
号
の

一
」
を

「次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、
「製
造
業
又
は
輸
入
業
の
登
録
を
受
け

て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
製
造
所
又
は
営
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
て
厚
生
労
働
大
臣
に
、
販
売
業

の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
」
を

「そ
の
製
造
所
、
営
業
所
又
は
」
に
、
「、
そ
の
旨
」
を
「そ
の
旨
」

に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
三
中

「第
十
七
条
第
二
項
」
を

「第
十
八
条
第

一
項
」
に
、
「第
二
十
三
条
の
二
」
を

「第
五
項
、
第

二
十
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
二
条
の
二
」
に
、
「に
規
定
す
る
政
令
」
を

「の
政
令
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
を
削
る
。

第
十
七
条
第

一
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
」
を

「都
道
府
県
知
事
」
に
、
「毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
者
又
は
輸
入
業

者
」
を

「毒
物
劇
物
営
業
者
若
し
く
は
特
定
毒
物
研
究
者
」
に
改
め
、
「営
業
所
」
の
下
に

「、
店
舗
、
研
究
所
」
を
、

「質
問
さ
せ
、」
の
下
に

「着
し
く
は
」
を
加
え
、
「に
規
定
す
る
政
令
」
を

「の
政
令
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削

り
、
同
条
第
二
項
中

「前
二
項
」
を

「前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
二
項

と
し
、
同
条
第
五
項
中

「及
び
第
二
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
の
二
第

一
項
中

「に
規
定
す
る
政
令
」
を

「の
政
令
」
に
、
「流
れ
出
、
し
み
出
」
を

「流
れ
出
し
、
染

み
出
し
」
に
、
「し
み
込
ん
だ
」
を

「染
み
込
ん
だ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
九
条
第

一
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
は
、
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
又
は
輸
入
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に

つ
い
て
、」
及
び
ズ
販
売
業
の
店
舗
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
市
長
又
は
区
長
。
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
「販
売
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
こ
れ

ら
の
者
」
を

「毒
物
劇
物
営
業
者
」
に
、
「第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
」
を

「第
五
条
の
」
に
、
「同
条
の
規
定
に
基
づ

く
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
」
を

「当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
又
は
」
及
び

「、
保
健
所

を
設
置
す
る
市
の
市
長
若
し
く
は
特
別
区
の
区
長
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
は
、
毒
物
又
は
劇

物
の
製
造
業
又
は
輸
入
業
の
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
に
つ
い
て
、」
を
削
り
、
「都
道
府
県
知
事
は
、」
の
下
に

「毒
物
若

し
く
は
劇
物
の
製
造
業
、
輸
入
業
若
し
く
は
」
を
加
え
、
「に
つ
い
て
、
そ
の
者
」
を
削
り
、
「毒
物
又
は
劇
物
の
製
造

業
者
、
輸
入
業
者
又
は
販
売
業
者
に
対
し
て
、
そ
の
」
を

「毒
物
劇
物
営
業
者
に
対
し
て
、
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者

の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
は
、
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
又
は
輸
入
業
の
登
録
を
受
け
て
い

る
者
に
つ
い
て
、」
を
削
り
、
「販
売
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
」
を

「毒
物
劇
物
営
業
者
」
に
改
め
、
「に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
の
者
」
を
削
り
、
「そ
の
」
の
下
に

「営
業
の
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中

「厚
生
労

働
大
臣
は
、」
の
下
に

「保
健
衛
生
上
の
危
害
の
発
生
又
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
」
を
加
え
、
「、
指
定
都
市
の
長
、

保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
」
を
削
り
、
「第

一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「前
各
項
」
に
、
「に

基
づ
く
」
を

「に
よ
る
」
に
、
「同
項
」
を

「前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
又
は
」
及
び

「、
指
定
都
市
の
長
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
若
し

く
は
特
別
区
の
区
長
」
を
削
る
。

第
二
十

一
条
第

一
項
中

「毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
者
又
は
輸
入
業
者
」
を

「毒
物
劇
物
営
業
者
」
に
、
「又
は
営

業
所
」
を

「、
営
業
所
又
は
店
舗
」
に
、
「を
経
て
厚
生
労
働
大
臣
に
、
毒
物
又
は
劇
物
の
販
売
業
者
」
を
ズ
販
売
業
」

に
、
「の
都
道
府
県
知
事
に
」
を

「が
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市

長
又
は
区
長
）
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「譲
渡
及
び
譲
受
」
を

「譲
渡
し
及
び
譲
受
け
」
に
、
「第
三
条
の
二

第
十
項
」
を

「同
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「又
は
特
定
毒
物
使
用
者
」
を

「若
し
く
は
特
定
毒
物
使

用
者
」
に
、
「代
つ
て
」
を

「代
わ
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第

一
項
中

「の
定
め
る
」
を

「で
定
め
る
」
に
、
「次
の
各
号
に
」
を

「次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中

「規
定
に
基
づ
く
」
を
削
り
、
「同
項
の
」
の
下
に

「規
定
の
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中

「第
十
六
条
の
二
、

第
十
七
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を

「第
十
七
条
、
第
十
八
条
」
に
、
「第
六
項
」
を

「第
五
項
」
に
、
「都
道
府

県
知
事
に
」
と
あ
る
の
は

「」
を

「そ
の
製
造
所
、
営
業
所
又
は
店
舗
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は

「そ
の
事
業
場
の
所
在
地
の
」
に
、
つ

に
」
と
、
第
十
五
条
の
三
中

「」
を

「。
第
十
五
条
の
三
、
第
十
八
条
第

一

項
並
び
に
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
第
十
五
条
の
三
中

「都
道
府
県
知
事

企
に
、
コ

と
あ
る
の
は

「第
二
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
者

（同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
を
含
む
。）
の
事
業
場
」
と
、
コ

を

「の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
市
長
又
は
区
長
」
に
、
「第

十
七
条
第
二
項
、」
を

「第
十
八
条
第

一
項
、」
に
、
「第
二
十
三
条
の
三
」
を

「第
五
項
、
第
二
十
条
第
二
項
並
び
に
第

二
十
三
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、
「。
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
十
九
条
第
二
項
」
と
、
「又
は
特
定
毒
物
研
究

者
の
行
う
」
と
あ
る
の
は

「の
行
う
」
を

「都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

「第
十
六
条
の
二
並
び
に

第
十
七
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を

「第
十
七
条
並
び
に
第
十
八
条
」
に
、
「同
条
第
二
項
」
を
「同
条
第

一
項
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中

「で
準
用
す
る
」
を

「に
お
い
て
準
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中

「第
四
項
で
」

を

「第
四
項
に
お
い
て
」
に
、
「場
合
に
」
を

「場
合
に
つ
い
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
を
削
り
、
第
二
十
三
条
の
二
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
を
削
る
。

第
二
十
三
条
の
四
第

一
項
中

「第
十
七
条
第
二
項
」
を

「第
十
八
条
第

一
項
」
に
、
「事
務
は
、」
を

「事
務

（製
剤

の
製
造

（製
剤
の
小
分
け
を
含
む
。）
若
し
く
は
原
体
の
小
分
け
の
み
を
行
う
製
造
業
者
又
は
製
剤
の
輸
入
の
み
を
行

う
輸
入
業
者
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
権
限
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
は
、
保
健
衛

生
上
の
危
害
の
発
生
又
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
の
二
と
す
る
。
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第
二
十
三
条
の
五
を
削
る
。

第
二
十
三
条
の
六
を
第
二
十
三
条
の
三
と
し
、
第
二
十
三
条
の
七
を
第
二
十
三
条
の
四
と
し
、
第
二
十
三
条
の
八

を
第
二
十
三
条
の
五
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
三
号
中

「第
十
六
条
の
二
」
を

「第
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中

「第
十
七
条
第

一
項
又

は
第
二
項

（こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を

「第
十
八
条
第

一
項

（」
に
改
め
、
「厚
生
労
働
大
臣
、」
を
削
り
、
同
条
第
五
号

中

「第
十
七
条
第

一
項
又
は
第
二
項

（こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を

「第
十
八
条
第

一
項

金

に
改
め
る
。

（知
的
障
害
者
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
十

一
条
　
知
的
障
害
者
福
祉
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

「附
則
」
を

「膀
順
章
　
罰
則

（第
二
十
三
条

」
）
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
中

「い
う
」
の
下
に

「。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
徴
収
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
知
的
障
害
者

又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
収
入
の
状
況
に
つ
き
、
当
該
知
的
障
害
者
若
し
く
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
報
告
を

求
め
、
又
は
官
公
署
に
対
し
必
要
な
書
類
の
間
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
則
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章
　
罰
則

第
二
十
三
条
　
正
当
な
理
由
が
な
く
、
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し

た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

（老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
　
老
人
福
祉
法

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一　
第
三
十

一
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
そ
の
名
称
中
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
と
い
う
文
字
を
用
い
た

者
一
一　
第
十
条
の
四
第

一
項
又
は
第
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
受
け
た
老
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
で
あ
つ

（自
転
車
競
技
法
の

一
部
改
正
）

第
十
四
条
　
自
転
車
競
技
法

（昭
和
三
十
三
年
法
律
第
二
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中

「及
び
都
道
府
県
知
事
」
を
削
る
。

第
四
章
　
国
土
交
通
省
関
係

（不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
）

第
十
五
条
　
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
二
条
の
二
を
削
る
。

第
五
十
三
条
の
見
出
し
中

「申
込
み
等
」
を

「申
請
等
」
に
改
め
、
同
条
中

「土
地
鑑
定
委
員
会
又
は
」
、
「第
十

二
条
の
二
、」
及
び

「申
込
み
、」
を
削
り
、
「申
込
み
等
」
を

「申
請
等
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
中

「第
十
二
条
の
二
ど
を
削
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　
第

一
条
、
第
五
条

（行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
別

表
第
二
の
二
十
の
項
及
び
五
十
二
の
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。）
及
び
第
十
三
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
十

一
条
か

ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定
　
公
布
の
日

一
一　
第
二
条

（就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
項

の
改
正
規
定
に
限
る
。）
、
第
四
条

（第
四
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）
及
び
第
十
四
条
の
規
定
並
び
に
附
則

第
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
日

〓
一　
第
十
五
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
十
四
条

（地
方
自
治
法

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
別
表
第

一
不

動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
の
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）
及
び
第

十
五
条
の
規
定
　
平
成
三
十

一
年

一
月

一
日

四
　
第
二
条
、
第
二
条

（第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）
、
第
四
条

（子
ど
も

。
子
育
て
支
援
法
第
三
十
四

条
第

一
項
第

一
号
、
第
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
十
条
第

一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
に
限
る
。）
及
び
第
七
条
の

規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
二
条
の
規
定
　
平
成
二
十

一
年
四
月
一
日

五
　
第
十
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
八
条
及
び
第
十
四
条

（第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）
の
規
定
　
平
成

三
十
二
年
四
月
一
日

（災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
条

第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
生
じ
た
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
災
害
援

護
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
生
じ
た
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
災

害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過

措
置
）

第
二
条
　
附
則
第

一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
の
規
定

（附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改

正
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
よ
る
改
正
前
の
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の

総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（次
項
に
お
い
て

「旧
認
定
こ
ど
も
国
法
」
と
い
う
。）
第
二
条
第

一
項
又
は

第
二
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
施
設

（中
核
市

（地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第

一
項
に
規
定
す
る
中

核
市
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）
に
つ
い
て
は
、
附
則
第

一
条
第
四
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
に
お
い
て
当
該
中
核
市
の
長
が
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
就
学
前
の
子
ど
も
に
関

す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（次
項
に
お
い
て
「新
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い
う
。）

第
二
条
第
十

一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
十
二
項
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
附
則
第
十

一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
中
核
市
の
長
が
し
た
新
認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の

認
定
と
み
な
さ
れ
た
附
則
第

一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
都
道
府
県
知
事
が
し
た
旧
認
定
こ
ど
も

園
法
第
二
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
新
認
定
こ
ど
も
園
法
第
三
条
第
十
項
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

（子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
四
条
の
規
定

（附
則
第

一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
改

正
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
よ
る
改
正
前
の
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法

（以
下
こ
の
条
に
お

い
て

「旧
支
援
法
」
と
い
う
。）
第
二
十

一
条
第
二
項

（旧
支
援
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）
又
は
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
協
議
の
申
出
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「新
支
援
法
」
と
い
う
。）
第
三
十

一
条
第
二
項

（新
支
援
法
第

二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
又
は
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み

な
す
。

（介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条
　
介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
九
条
の
三
十
八
第
二
項
中

「又
は
当
該
都
道
府
県
の
」
を

「若
し
く
は
当
該
都
道
府
県
の
」
に
、
「又
は
第

二
項
」
を

「若
し
く
は
第
二
項
」
に
、
「は
、
当
該
介
護
支
援
専
門
員
」
を

「、
又
は
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
で

介
護
支
援
専
門
員
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
も
の

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「介
護
支
援
専
門
員
証
未
交
付
者
」

と
い
う
。）
が
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
業
務
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
介
護
支
援
専
門
員
又
は
当
該
介
護
支
援
専
門

員
証
未
交
付
者
」
に
改
め
る
。

を

「行
い
、
情
状
が
特
に
重
い
」
に
改
め
る
。

つ

十
九
条
の
三
十
九
第
二
項
第
三
号
中
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（児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条
　
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
第
六
十
二
条
の
五

（第

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定

は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日

（次
条
か
ら
附
則
第
十
条
ま
で
に
お
い
て

「施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後
に
要
す
る
こ
と

と
な
っ
た
児
童
福
祉
法
第
四
十
九
条
の
二
、
第
五
十
条
第
七
号
若
し
く
は
第
七
号
の
二
又
は
第
五
十

一
条
第
二
号
、

第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
に
規
定
す
る
費
用

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「費
用
」
と
い
う
。）
に
係
る
同
法
第
五
十
六

条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
負
担
能
力
の
認
定
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
同
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
報
告
の
求
め
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（身
体
障
害
者
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条
　
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
メ
後
に
要

す
る
こ
と
と
な
っ
た
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
二
十
五
条
第
二
号

（同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行

政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
又
は
第
二
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
費
用
の
同
法
第
二
十
八
条
第

一

項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条
　
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律

（以
下
こ
の
条
に
お
い

て

「新
精
神
保
健
福
祉
法
」
と
い
う
。）
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
精

神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
第

一
項
に
規
定
す
る
費
用
の
新
精
神
保
健
福
祉
法
第
二
十

一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条
　
附
則
第

一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
毒
物
及
び
劇
物
取

締
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
で
あ
っ
た
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（知
的
障
害
者
福
祉
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条
　
第
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
知
的
障
害
者
福
祉
法

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「新
知
的
障
害
者
福
祉

法
」
と
い
う
。）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
二

十
二
条
第
三
号
又
は
第
四
号

（同
法
第
十
六
条
第

一
項

（第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が

行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
に
規
定
す
る
費
用
の
新
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
二
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条
　
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
老
人
福
祉
法
第
四
十
三
条
（第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
は
、

施
行
日
以
後
に
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
老
人
福
祉
法
第
二
十

一
条
各
号
に
規
定
す
る
費
用
に
係
る
同
法
第
二
十
八
条

第

一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
に
関
す
る
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
求
め
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
適
用

す
る
。

（処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十

一
条
　
こ
の
法
律

（附
則
第

一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
規
定
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に

お
い
て
同
じ
。）
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
認
定
等
の

処
分
そ
の
他
の
行
為

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「処
分
等
の
行
為
」
と
い
う
。）
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
こ

の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
認
定
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為

（以
下
こ

の
項
に
お
い
て

「申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。）
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政

事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
又
は
附
則
第
十
三
条
の

規
定
に
基
づ
く
政
令
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の

そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ

た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団

体
の
機
関
に
対
し
、
報
告
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に

そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
又
は
附
則
第
十
三
条
の
規
定

に
基
づ
く
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
を
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
相
当
規
定
に

よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
に
対
し
て
報
告
、
屈
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定

を
適
用
す
る
。

（罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（政
令
へ
の
委
任
）

第
十
三
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ア」
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（罰

則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
）

第
十
四
条
　
地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第

一
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
号
）
の
項
を
削
り
、
同
表
不
動
産
の
鑑
定
評

価
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
の
項
中

「第
十
二
条
の
二
、」
を
削
る
。

（住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
改
正
）

第
十
五
条
　
住
民
基
本
台
帳
法

（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十

一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第

一
の
百
七
の
項
中

「第
二
条
」
を

「第
八
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
五
第
二
十
七
号
中

「第
十
二
条
の
二
正
を
削
る
。

（大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正
）

第
十
六
条
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法

（昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第

一
項
中

「第
七
十
四
条
の
三
」
を

「第
七
十
四
条
の
四
」
に
、
「に
準
用
す
る
」
を

「に
つ
い
て
準

用
す
る
」
に
、
「報
告
と
を

「報
告
し
な
け
れ
ば
と
に
、
「通
知
」
を

「通
知
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
三
十

一
条
中

「第
七
十
四
条
の
三
」
を

「第
七
十
四
条
の
四
」
に
、
「準
用
す
る
。」
を
「、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。」

に
改
め
る
。

（原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条
　
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第

一
項
の
表
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
項
中

「第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
」
の
下
に

「及
び
第
二

項
」
を
加
え
、
同
表
第
七
十
四
条
の
二
第
三
項
の
項
中

「第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
」
を

「第
七
十
四
条
の
三
第
二

項
」
に
改
め
、
同
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

緊
急
事
態
応
急
対
策

災
害
応
急
対
策

第
七
十
四
条
の
三
第
二
項

当
該
原
子
力
災
害

当
該
災
害

緊
急
事
態
応
急
対
策

災
害
応
急
対
策

嚇』勅時的礎略」胡仔助破華嚇

係
る
災
害

第
七
十
四
条
の
三
第

一
項
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第
二
十
八
条
第

一
項
の
表
第
七
十
四
条
の
二
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
項
中

「第
七
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を

露

七
十
四
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
表
第
七
十
四
条
の
三
の
項
中

「第
七
十
四
条
の
三
」
を

「第
七
十
四
条

の
四
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
　
安
倍
　
晋
三

総
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

経
済
産
業
大
臣

国
土
交
通
大
臣
　
石
井
　
啓

一

環
境
大
臣
　
中
川
　
雅
治

世 加 林 野
耕 藤  田

弘 勝 芳 聖
成 信 正 子




